
建設業における 振動工具取扱作業の管理 

＜新旧対照表＞ 第 2 改訂 2 版 令和 6 年 7 月 31 日 

【補足事項】※「旧版」から「新版」への文章の修正・追加・削除部分は、囲み又は下線部を参照してください。 

※誤字・脱字等の軽微な修正は割愛します。 

 

（旧版） 第2改訂初版５刷（令和5年2月24日）  （新版） 第2改訂2版（令和6年7月31日）  

[用語の統一] 

労働者、作業員 作業者 

および、または 及び・又は 

建設現場、作業現場、現場 作業所 

元方事業者 元請 

下請け業者 等 協力会社 

防音保護具、耳せん 聴覚保護具（耳栓、耳覆い） 
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（旧版） 第2改訂初版5刷（令和5年2月24日）  （新版） 第2改訂2版（令和6年7月31日）  

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

12 下から 

4 行目、

2 行目 

平成 19 年では 178 件まで減少 

270 件中 178 件と最も多く 

 

5 熱中症の

症状と分

類 

令和 2 年では 146 件まで減少 

197 件中 146 件と最も多く 

13 グラフ （右記に修正） 13 グラフ 平成20年から令和2までを追加 

  

17 上から 

2 行目 

工具を持つ手を基準に図 1-3 のように 17 上から 

2 行目 

工具を持つ手を基準に図 1-4 のように 

43 上から 

8 行目 

およびこれ業務の作業を 43 上から 

8 行目 

及びこれ以外の作業を 

50 下から 

11 行目 

使用する予定の 3 台の振動工具の「振動ばく

露限界時間」TL は、2 時間を超える。したが

って、2 時間を超える場合ことから、1 日の振

動ばく露時間を 2 時間以下にする。 

50 下から 

10 行目 

使用する予定の 3 台の振動工具の「振動ばく

露限界時間」TL は、2 時間を超えるため、1 

日の振動ばく露時間を 2 時間以下にする。 
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（旧版） 第2改訂初版5刷（令和5年2月24日）  （新版） 第2改訂2版（令和6年7月31日）  

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

88 ① JIS に適合したものを使用する〔表 4-3 参照〕 

 

 

 

 

88 ① JIS T 8161-1 に適合したものを使用する。 

88 表 4-3 表を削除 88  

 

 

88 ② 1 種の耳栓は、低音から高音までを遮音する。

2 種の耳栓は主として高音を遮断するので、

会話音域（おおむね 500~3,000Hz）程度の低

音での遮音性はない。どちらを選定するかは、

騒音レベルを測定して、それぞれ作業に合っ

たものを選ぶこと。 

88 ② 騒音レベルによってそれぞれ作業に合ったも

のを選ぶこと。 

100 3.作業内容 

上から 

1 行目 

振動工具取扱作業者に対する教育の内容は、

労働省労働基準局長通達 

 

100 3.作業内容 

上から 

1 行目 

振動工具取扱作業者に対する教育の内容は、

厚生労働省労働基準局長通達 

109 (3)振動

作業時間

の調整 

上から 2

行目 

連続作業時間を制限する方法も有効である。

「指針」に示されている 

109 (3)振動

作業時間

の調整 

上から 2

行目 

連続作業時間を制限する方法も有効である。

「対策指針」に示されている 

113 安全衛生

管理体制

の図 

（赤枠を右記に修正） 113 安全衛生

管理体制

の図 
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（旧版） 第2改訂初版5刷（令和5年2月24日）  （新版） 第2改訂2版（令和6年7月31日）  

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

116 ⑦統括管

理 

上から 

5 行目 

労働障害を防止するための安全衛生管理体制 116 ⑦統括管

理 

上から 

5 行目 

労働災害を防止するための安全衛生管理体制 

124 （危険有

害業務の

就業制

限） 

上から 

4,5 行目 

その他命令で定める危険な業務に就かせ、又

は命令で定める重量物を取り扱う業務に就か

せてはならない。 

124 （危険有

害業務の

就業制

限） 

上から 

4,5 行目 

その他厚生労働省令で定める危険な業務に就

かせ、又は厚生労働省令で定める重量物を取

り扱う業務に就かせてはならない。 

125 女性労働

基準規則

（抄） 

（妊産婦の就業制限の業務の範囲等） 125 女性労働

基準規則

（抄） 

（危険有害業務の就業制限の範囲等） 

130 1． チ

ェーンソ

ー以外の

振動工具

の取扱い

業務に係

る振動障

害予防対

策指針の

表 

（赤枠を右記に修正） 130 1． チェ

ーンソー

以外の振

動工具の

取扱い業

務に係る

振動障害

予防対策

指針の表 
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（旧版） 第2改訂初版5刷（令和5年2月24日）  （新版） 第2改訂2版（令和6年7月31日）  

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

131 1． チ

ェーンソ

ー以外の

振動工具

の取扱い

業務に係

る振動障

害予防対

策指針の

表 

（赤枠を削除） 131 1． チェ

ーンソー

以外の振

動工具の

取扱い業

務に係る

振動障害

予防対策

指針の表 

 

 

 

  

 


